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１．はじめに 

高速道路における渋滞の約6割はサグ・上り坂部で

発生している。道路勾配が下り坂から上り坂へ緩や

かに変化するサグ部では、無意識な速度低下によっ

て車間の変動が生じやすく、車間の極端な空けすぎ

や詰めすぎなどによる交通流の乱れが渋滞要因と考

えられている。 
そこでITS研究室では、道路脇のセンサが渋滞の前

兆を検知し、(a)渋滞発生前に交通流の安定化に繋が

る走行方法を、ITSスポット対応カーナビ等を通じド

ライバへ情報提供するサービスや、(b)自動車の先進

技術として近年普及しつつあるACC (Adaptive 
Cruise Control)とよばれる車速や車間を一定に維持

する技術と連携したサービスについて研究を進めて

きた1)。本稿では、(a)のサービスの実現性及びドラ

イバ受容性や交通流への影響について基礎検討を行

うため、公道において実施された走行実験の概要に

ついて報告する。 
 

２．サグ部における渋滞緩和に効果的な走行方法 
本サービスは、図に示すサグ部などの渋滞が起き

やすい特定の区間において、ドライバに一定の車間

を維持する走行を依頼することで車間の空けすぎや

詰めすぎを是正し、交通流の安定化による渋滞緩和

効果を期待するものである。一定車間を維持する走

行の実施にあたっては、円滑性や安全性を担保しつ

つドライバの実施のしやすさを考慮し、車間時間(あ
る地点を先行車が通過してから自車が通過するまで

の時間）を一定の2秒間に維持することを目標とした。 
 

３．公道走行実験の概要 
 走行実験は、東名高速道路下りの大和サグ付近

(20.0kp～23.0kp)を対象とし、平成24年度11月及び1
月の交通需要の高くなる土曜日・祝日の早朝に実施

した。車間時間の一定制御による効果を確認するた

め、追越車線の交通量が渋滞発生前の比較的交通量

の多い状態での実験を行うため、120台/5分以上を実

験開始の条件とした。実験車両は普通乗用車8台を準

備した。 
走行実験では、車間時間2秒の維持のため、被験者

(一般ドライバを募集)に「0102(ゼロ・イチ・ゼロ・

ニ）」の称呼2)により車間時間をカウントしつつ運

転してもらい、一定の車間時間維持の実現性及び受

容性を確認することとしている。また、これら一定

車間維持を行う車両が混入することによる交通流率

の変化や個々の車両の車間時間の変動、減速波の発

生・伝播状況について分析を行うため、実験対象区

間の路側に設置したカメラからのビデオ映像のほか、

実験車両に搭載したGPSロガー等から得られる緯度

経度・速度・加減速度等の挙動データを収集してい

る。 
 
４．おわりに 
今後は、本走行実験により得られたデータを活用

し、シミュレーションにより一定車間を維持する走

行を行う車両の混入率に応じた渋滞緩和効果を把握

するとともに、ドライバへの効果的な情報提供方法

について検討する予定である。 

【参考資料】 

1)高度道路交通システム研究室HP 

路側情報と車両制御技術との連携による渋滞対策 

http://www.nilim.go.jp/lab/qcg/kadai/acc/acc.html 

2)高速道路を利用する皆様へ(警視庁HP) 

http://www.keishicho.metro.tokyo.jp/kotu/kousoku/osirase1.html 
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図 路車間連携による車間適正化サービスイメージ 

サービス無の場合

サービス有の場合

路側アンテナ

インフラからの情報に従い、車間が適正化され安定した交通流が実現

勾配変化区間では、特に車間時間のばらつきが大きくなりやすい
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１．はじめに 

我が国における自動車による環境負荷のうち、貨

物車･バスの影響は二酸化炭素（CO2）で約4割、窒素

酸化物（NOX）で約8割と多く占めていることから、

実道路上におけるこれらの排出実態を把握すること

が重要である。これまでの自動車排出ガスの調査研

究は室内実験によるものが多く、運転方法･渋滞の有

無等の実道路走行に起因する影響をどのように把握

するかが課題であった。 

国総研では、これら実態を把握するため自動車に車

載型排出ガス計測システム（車載器）を搭載し、実道

路走行における排出ガス特性の調査分析を行っている。 
 

２．調査方法・結果の概要 

貨物車に車載器を搭載し、一般道・試験走路（と

もにつくば市）走行時のCO2・NOX排出量を測定した。 

測定の結果、試験走路での定速30km/h走行より一

般道の走行（平均旅行速度 約30km/h）の方がCO2・NOX

ともに高い値となった（図-1参照）。データ分析の

結果、この差分は実道路上で生じる加減速走行に起

因する影響分であることが分かった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 CO2・NOX排出量（複数回走行・平均値） 

３．運転状態の違いによる排出ガス特性の把握 

図-1の重量貨物車20-25t級（ディーゼル）の運転時

間･CO2･NOX排出量を運転状態別（アイドリング･加速･定

速･減速）で整理した（図-2参照）。この結果から、加

速運転の寄与が大きく、定速と比べて時間当たりのCO2

排出量で約2.2倍･NOX排出量で約2.4倍の影響があるこ

とが分かった。これより、重量貨物車に対しては加速運

転を削減できる交通流対策が有効であると推察される。 

 

 

 

 

図-2 運転時間・CO2・NOX排出量の運転状態別割合 

（重量貨物車20-25t級（ディーゼル）） 
 

比較として、乗用車（ガソリン）を対象に行った

同様の分析結果を図-3に示す。図-2と比べて、アイ

ドリング運転による時間当たりのCO2･NOX排出量の割

合が大きいことから、乗用車ではアイドリングスト

ップ等の対策が有効であるであると推察される。 

 

 

 

 

図-3 運転時間・CO2・NOX排出量の運転状態別割合（乗用車（ガソリン）） 
 

４．おわりに 

本調査研究により、排出ガス特性は車種によって異な

り、特に貨物車は加速に時間・駆動力を要することから、

乗用車以上に加速がCO2･NOX排出量に大きく寄与するこ

とが確認された。 

今後も調査分析を行い、排出ガス量の予測手法や環

境負荷低減方策等の研究を進める予定である。 
 
【参考】 菅林、曽根、土肥：実道路における自動車からの

二酸化炭素排出の変動特性の把握、平成24年度全

国大会第67回年次学術講演会講演概要集、2012.9 
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ディーゼル車と比較す

ると、ガソリン車のNOX
排出量はごくわずか。 
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